
 

まだまだ朝晩の冷え込みが厳しいですが、校庭の木々を眺めてみます 

と、梅の花が咲き、桜の芽も膨らみ始め、春の訪れを感じる季節となり 

ました。今年度のコミュニティ便りも今回で最後となります。今回は、 

２月に行われました「本町っ子フェスティバル」の様子についてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本町小コミュニティ担当 

平成２７年 ３月 

 

 

 

 

 

 

 

                                         校長 本村 由紀博 

 一年間の学習の成果を発表する「本

町っ子フェスティバル」が２月６日

（金）本校小体育館で行われました。

たくさんの保護者、地域の方々に参観

していただきました。今回、「自分の

言葉で伝えよう」をテーマに、これま

で様々な学習の中で培ってきたことを

各学年で内容や構成を工夫し、伝えた

いことを思いどおりに表現しました。

学年の個性も出て、元気で伸び伸びと

発表することができました。寒い中で

のご参観、本当にありがとうございま

した。 

天草支援学校のお友達の発

表もありました。映像も使っ

て、「くつした」という劇を

発表してくれました。 

むくろじさんの読み聞か

せ。「おひさん」というお

話を演技付きで披露して

くださいました。 

フィナーレは全員合

唱「カントリーロー

ド」 ふるさと本町を

思い浮かべて歌いま

した！ 

本校のコミュニティ・スクールも 6年目を迎え、本年度も学校運営協

議会の皆様を中心に保護者、地域の方々のご支援、ご協力で充実し

た取組ができました。そのお陰で、先日開催された本町っ子フェステ

ィバルでは、子どもたちが、自分たちでアイデアを出し合い、1年間の

学習の内容を確実に紹介すると共に、楽しい中にも確かな成長が感

じられるすばらしい発表をすることができました。 

結びにあたり「本町の宝」である児童の育成のために、これまで以

上のご支援・ご協力をお願いし、感謝と御礼の言葉といたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

助け合いピラミッド！ 

あとがき 

本年度は、特に「マネージメント：支援員さん

の広がり」に力を入れて取り組んできました。お

かげで、昨年度以上にたくさんの地域の方々に子

どもたちに関わっていただくことができ、子ども

たちの郷土・本町を愛する心が十分に育ちました。

今年度の成果や課題を学校運営協議会や学校職員

で検討し、来年度につなげていきたいと思います。

本町小の子どもたちのために、来年度もご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。 

きつねさん、助けてくれて 

ありがとう！ 

ほんとうにおかあさんかな？ 

たしかめてみよう！ 

九九のかみさま！わたしたちの村を

たすけてください！ 

たくさんありました！ 

ようかいと３年生で、漢字の読み 

対決だ！ 

米作りをふり返ったよ！ 

若返って、小学校１年生に 

戻ったよ！ 


